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気温ガイダンスの概要
週間予報では、日最高気温、日最低気温、日平均気温を予想対象としてガイダンスを作成している。
気温の他に、予測範囲も予想対象となっている。
ガイダンスは逐次学習型のガイダンスであり、学習の手法にはカルマンフィルタを用いている。
予測範囲は、全球アンサンブル予報（全球EPS）のメンバーの予想を使用して作成した予測分布を使
用して作成している。
最低気温は、7月下旬から12月上旬にかけて季節補正を導入している。
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気温ガイダンス(最高・最低)の仕様
ガイダンスの仕様を表に示す。
目的変数は、観測とモデルの地上気温の差である。
ガイダンスに使用する係数は、対象とする地点、予報日（1日目から7日目）、時間帯（0～9時、9～18
時、18～24時）で層別化している。
最高気温の予想に用いる係数は、1日目の係数と予報日の係数を重み付き平均している。
ガイダンスの予想が大きく外れた場合は、モデルが予想する総観場の予想が外れたと判断し、係数
の学習の度合いを緩和する仕組みを導入している。
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１日を3つの時間帯に分割して予想
日最高気温は日中に、日最低気温は朝方に観測されることが多いが、天気経過によっては最高気
温が夜中に出る場合や、最低気温が日中に出る場合もある。
係数の学習においては、観測の最高（最低）気温とモデルが予想する最高（最低）気温を用いるが、
それぞれの出現時刻に大きな隔たりがあると悪影響を及ぼす可能性がある。
出現時刻の隔たりによる影響を軽減することを目的として、週間気温ガイダンスでは１日を「0～9時」、
「9～18時」、「18～24時」の３つの時間帯に分割し、それぞれの時間帯の最高(最低)気温から日最高
(最低)気温を求める仕組みを導入している。
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予報日別の係数と1日目の係数を重み付き平均する(最高気温)
最高気温では、係数の学習の遅れの影響を軽減することを目的として、2日目以降については、予
報日別の係数と1日目の係数の重み付き平均した係数を使用している。
図は、予報日別の1日目の係数の重みのグラフである。予報日が先になるほど1日目の係数の重み
は大きくなり、6日目以降は1日目の係数のみとなることを示している。

予報日と学習するモデルの初期値との関係
係数の更新には、前日の観測値と過去のモデルの予想値を使用する。1日目の更新には、前日の
観測値と前日が1日目予報となる2日前のモデルの予想を使用する。同様に、3日目の更新には3日前、
4日目の更新には4日前のモデルの予想を使用する。このように予報日によって更新に使用するモデ
ルの初期値に時間差がある。
逐次学習は、モデルのバイアスの季節変動に追随することを目的として導入しているが、季節の変
わり目など日々の変動が大きい時期は、バイアスの変動に十分追随できなくなる場合がある。このよ
うな学習の遅れの影響を軽減するため、1日目の係数を取り込む手法を導入している。
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予測範囲（上端）・（下端）
予測範囲は、メンバー別にガイダンスの係数を用いた予想値から予測分布を作成し、そこから得ら
れる累積確率分布に基づいて決定している。
予測範囲は、累積確率が0.85となる閾値を上端・下端としているが、予測範囲の幅は8℃までとして
いる。予測範囲の幅が8℃を超えた場合は、8℃と予測範囲の幅の比により補正している。
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予測分布の補正について
予測分布はアンサンブルメンバーのばらつきを基にするが、予想値は少なくとも予想誤差と同等の
予測分布を持つと考えるのが自然である。予測分布が予想誤差よりも狭くなった場合は、予想誤差と
同程度となるように予測分布を補正する（図）。
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最低気温の季節補正
最低気温ガイダンスは、逐次学習による予想値に、秋から初冬にかけて正バイアス（予想値が観測
値より高くなる）があることがわかっている。学習の遅れが原因と考えられるため、逐次学習の係数と
別に予想値を補正する仕組みを導入している。
補正の概要は以下に示す通りである。全国を2つの地域に分け、設定した期間の予想値に補正量を
加算した結果を最低気温ガイダンスとしている。地域の分割は、過去の予想値と観測値の誤差の傾
向を統計処理してグループ分けした結果に基づいている。
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最高気温ガイダンスの月別検証
RMSEは、3月から5月にかけて大きくなり、11月から2月にかけて小さくなる傾向だった。予報日別に
見ると2日目から7日目にかけて徐々に大きくなっていた。
MEは、0℃に近い月が多いが、3月や7月は負偏差が大きくなった。これは、前線や低気圧の予想が
外れたことによって気温の予想が大きく外れた事例の影響が大きいと考えられる。
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最低気温ガイダンスの月別検証
RMSEは、6月から8月にかけて小さく、その他の月はあまり差がなかった。予報日別に見ると2日目
から7日目にかけて徐々に大きくなっていた。
MEは、9月から12月にかけて正偏差が見られた。その他の月はおおむねO℃に近かった。偏差の大
きさは、2日目から7日目にかけて大きくなる傾向が見られた。
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気温の予測範囲の検証
図に、日最高気温と日最低気温の観測値がガイダンスの予測範囲内となった割合を示す。検証期
間は2022年9月から2023年8月までの1年間で、11時予報（ガイダンスの初期値は12UTC）の結果を予
報日別（2日目から7日目まで）に図示している。
検証期間において観測値がガイダンスの予測範囲内となった割合は、最高気温は0.75～0.77、最低
気温は0.75～0.78だった。

14



15



16



17



18



19



基本階級の決定
信頼度の気温階級は、降水確率ガイダンスの信頼性を補正したガイダンスと階級の閾値から決定
する。階級の閾値は以下の通りである。

30％未満・・・・・・・・・・・・・ A
30%以上45%未満・・・・ B
45%以上55%未満・・・・ C
55%以上70%未満・・・・ B
70%以上・・・・・・・・・・・・・ A

降水確率ガイダンスの信頼性の補正は、過去の降水確率ガイダンスと観測の日降水量1mm以上の
降水面積率との回帰直線の係数を基に補正式を作成して補正する。回帰直線は、地域別、旬別の層
別化している。
図に、降水確率ガイダンスと補正した降水確率ガイダンスの散布図の例を示す。補正式により、降
水確率ガイダンスの分布が補正される。このように信頼性を補正した降水確率ガイダンスを基に基本
階級を決定している。

20



基本階級からの下方修正
① 前日資料からの変化
信頼度の基本階級が前日のガイダンスから変化した場合（前日のガイダンスBがAになった場合等）
は、その変化の確からしさを確認し、確からしさが不十分だった場合は階級を１つ下げる処理をしてい
る。
変化の確からしさは、過去の降水確率ガイダンスの出現確率分布に基づいている。出現確率分布
から「降水確率ガイダンスX％が、翌日のガイダンスで信頼度の基本階級がAになる確率」等がわかる。
これを前日の降水確率ガイダンスに適用し、予想されている信頼度の基本階級になる確率が50％未
満であれば、「確からしさは不十分」となり、基本階級を1ランク下方修正する。
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基本階級からの下方修正
② 当日資料から先の変化の可能性
信頼度は、降水の有無の予報が翌日に変わる可能性の情報を含むことから、翌日に降水の有無が
変わる可能性が大きい場合は、信頼度の階級が高くなることを制限している。
翌日に降水の有無が変化する可能性は、前日資料からの変化による下方修正と同様に、過去の降
水確率ガイダンスの出現確率分布に基づいている。降水確率ガイダンスによる降水の有無が、翌日
のガイダンスで変化しない（50％以上であれば翌日も50％以上となる）確率が閾値未満の場合に「翌
日の降水の有無が変わる可能性が大きい」となり、基本階級を1ランク下方修正する。閾値は基本階
級によって異なる。
なお、前日資料からの変化による下方修正と当日資料から先の変化の可能性による下方修正は重
複しない。
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降水確率ガイダンスと信頼度ガイダンスの信頼度曲線と階級別の出現頻度
上図は、降水確率ガイダンスと信頼度ガイダンスの信頼度曲線と階級別の出現頻度のヒストグラム
を重ねた図である。
6～8月は、降水確率ガイダンスの信頼度曲線は、ガンダンスが0～20％、50～100％で理想曲線か
ら離れているが、信頼度ガイダンスは理想曲線に近い信頼度曲線になっている。その他の期間は、降
水確率ガイダンス、信頼度ガイダンスともに理想曲線に近く、6～8月と比べて両者の差は小さくなって
いる。
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降水確率ガイダンスと信頼度ガイダンスの降水の有無の適中率とETS
図は、降水確率ガイダンスと信頼度ガイダンスの降水の有無の適中率とETSを重ねた図である。
3日目から5日目の適中率は、降水確率ガイダンスと信頼度ガイダンスは差がほとんどない。ETSは8
月から1月は信頼度ガイダンスの方がやや高く、5月から7月は降水確率ガイダンスの方がやや高い傾
向があった。6日目と7日目は、5月と6月のETSの差がやや大きく、降水確率ガイダンスの方がETSが
高かった。
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降水確率ガイダンスと信頼度ガイダンスの降水ありの適中率と見逃し率
図は、降水確率ガイダンスと信頼度ガイダンスの降水ありの適中率と見逃し率を重ねた図である。
3日目から7日目にかけてはおおむね同様の傾向になった。9月から4月は、降水確率ガイダンスと信
頼度ガイダンスのスコアの差は小さいが、5月から7月は差が大きくなっていた。5月から7月は、降水あ
りの適中率は信頼度ガイダンスの方が高くなるが、見逃し率は降水確率ガイダンスの方が低くなって
いる。このことから、信頼度ガイダンスには降水確率の空振りを抑える一方で、見逃しを増やす特徴が
あることを示している。
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信頼度別の降水確率ガイダンスの検証
信頼度ガイダンスA,B,Cのそれぞれについて、降水確率ガイダンスの降水の有無の適中率を3日目
から7日目までの予報日別に示す。
検証期間 2022年9月から2023年8月まで
検証対象 11時予報（ガイダンスの初期値は12UTC）
検証期間における降水の有無の適中率は、信頼度Aで0.87～0.92、Bで0.68～0.72、Cで0.54～0.58
だった。
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信頼度別の降水確率ガイダンスの検証
信頼度ガイダンスA,B,Cのそれぞれについて、降水確率ガイダンスの降水の有無が翌日も変わらな
い割合を3日目から7日目までの予報日別に示す。
検証期間 2022年9月から2023年8月まで
検証対象 11時予報（ガイダンスの初期値は12UTC）
「降水の有無が翌日も変わらない」とは、例えばある初期値の4日目の降水確率ガイダンスが50%以
上（未満）の場合、翌日の初期値の3日目の降水確率が50%以上（未満）である場合が該当する。
検証期間における降水の有無が翌日も変わらない割合は、信頼度Aで0.98～0.99、Bで0.83～0.86、
Cで0.69～0.71だった。
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